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質
問　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
事
業
経
費
の
う
ち
、

消
耗
品
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
聞
く
。

　
な
お
、
災
害
用
マ
ス
ク
に

つ
い
て
は
４
２
０
枚
備
蓄
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
足

り
な
い
た
め
、
マ
ス
ク
を
含

め
備
蓄
品
を
見
直
す
よ
う
要

望
す
る
。

答
弁　
備
蓄
用
の
マ
ス
ク
１

万
６
０
０
０
枚
、
手
指
消
毒

液
７
０
０
本
、
防
護
服
な
ど

の
感
染
防
止
用
キ
ッ
ト
２
０

０
セ
ッ
ト
、
そ
の
他
事
務
用

品
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
図
書
館
の
逐
次
刊
行

物
購
入
費
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
図
書
館
で
、
ど

う
い
っ
た
新
聞
や
雑
誌
の
購

入
が
中
止
さ
れ
る
の
か
。

　
な
お
、
図
書
館
か
ら
雑
誌

や
新
聞
が
な
く
な
る
こ
と
は

問
題
で
あ
り
、
購
入
を
継
続

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
で
き
る
だ
け
利
用
者

へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
、
中

央
図
書
館
で
購
入
し
て
い
る

逐
次
刊
行
物
の
う
ち
利
用
頻

度
の
低
い
も
の
の
購
入
を
取

り
や
め
、
新
聞
を
５
紙
か
ら

７
紙
程
度
、
雑
誌
を
20
誌
程

度
減
ら
す
予
定
と
し
て
い
る
。

介
護
認
定
調
査
員
の

さ
ら
な
る
増
員
を

質
問　
介
護
保
険
認
定
の
新

規
申
請
に
つ
い
て
は
、
市
が

調
査
を
行
い
、
申
請
日
か
ら

30
日
以
内
に
認
定
結
果
を
出

す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
元
年
度
は
30
日
以
上

か
か
っ
て
い
る
と
聞
く
。
２

年
度
は
調
査
体
制
の
充
実
が

図
ら
れ
る
の
か
。

　
な
お
、
高
齢
者
の
日
常
生

活
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、

介
護
認
定
調
査
員
を
さ
ら
に

増
員
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
２
年
度
は
、介
護
認
定

調
査
員
を
含
め
た
介
護
保
険

専
門
員
の
定
数
を
１
人
増
員

し
、
25
人
体
制
と
し
て
い
る
。

中央図書館

新
聞
・
雑
誌
の

継
続
購
入
を

質
問　
働
き
方
改
革
推
進
が

求
め
ら
れ
る
中
、
情
報
端
末

導
入
が
、
留
守
家
庭
児
童
会

室
の
業
務
改
善
の
み
に
と
ど

ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
職
員
の
事
務
負
担
の
軽

減
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

導
入
ま
で
の
準
備
と
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　
導
入
前
に
職
員
研
修

を
実
施
し
、
運
用
時
に
は
、

遠
隔
操
作
で
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
電

話
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す

る
な
ど
適
切
に
対
応
す
る
。

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

支
援
受
け
や
す
い
制
度
に

質
問　
共
働
き
世
帯
が
増
加

し
、
他
市
で
は
独
自
支
援
策

が
あ
る
中
、
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
で
の
所
得
制
限

の
設
定
は
対
象
を
狭
め
て
い

る
と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

　
な
お
、
男
性
不
妊
治
療
の

助
成
費
が
増
額
さ
れ
た
こ
と

や
、治
療
と
仕
事
の
両
立
が
困

難
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、支
援
が
受
け
や
す
い
制
度

を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
不
妊
治
療
を
め
ぐ
る

状
況
は
年
々
変
化
し
て
お
り
、

国
は
段
階
的
に
対
象
を
拡
大

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

質
問　
市
立
ひ
ら
か
た
病
院

が
北
河
内
圏
域
の
他
市
で

行
っ
て
い
な
い
広
域
的
な
感

染
症
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
財
政
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ

る
。国・府
に
も
負
担
す
る
よ

う
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
感
染
症
患
者
の
受

け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
は
万

全
を
期
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
広
域
的
役
割
の
増
大

や
感
染
症
医
療
で
の
不
採
算

の
拡
大
に
伴
い
負
担
増
と
な

る
場
合
は
、
財
政
的
支
援
を

国
・
府
に
要
望
し
て
い
く
。

市 立
ひらかた病院
感
染
症
医
療
提
供
に

国
等
の
財
政
支
援
を

質
問　
御
殿
山
小
倉
線
整
備

事
業
で
は
、
文
化
財
調
査
を

行
う
際
に
工
事
の
一
旦
停
止

や
工
程
調
整
を
要
し
て
い
た

も
の
の
、
さ
き
の
議
会
に
お

い
て
提
案
し
た
と
お
り
、
今

後
は
同
調
査
と
並
行
し
て
工

事
を
行
う
と
い
う
が
、
完
成

時
期
を
聞
く
。

　
な
お
、
本
線
は
通
学
路
の

安
全
確
保
や
防
災
機
能
の
強

化
の
観
点
か
ら
重
要
な
路
線

で
あ
り
、
着
実
に
整
備
を
進

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
事
業
認
可
期
間
と
な

る
令
和
５
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
て
進
め
る
。

自
治
会
館
の
建
設
助
成
制
度

ニ
ー
ズ
に
沿
う
制
度
設
計
を

質
問　
こ
れ
ま
で
自
治
会
館

の
新
築
や
建
て
か
え
の
助
成

金
の
引
き
上
げ
等
、
自
治
会

館
建
設
助
成
制
度
の
見
直
し

を
要
望
し
て
き
た
。
本
市
は

自
治
会
館
の
整
備
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
を
行
う
と
い
う
が
、
ど
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
探
る
の
か
。

　
な
お
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

制
度
設
計
を
行
い
、
早
急
に

実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
自
治
会
の
運
営
状
況

等
の
現
状
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
老
朽
化
が
進
む
自
治

会
館
の
建
て
か
え
や
改
修
に

関
す
る
意
向
を
把
握
し
、見
直

し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

新
た
な
補
助
制
度
の
要
件
は

質
問　
木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
制
度
を
改
正
し
、
か
ね

て
か
ら
要
望
し
て
き
た
屋
根

の
軽
量
化
に
よ
る
耐
震
化
工

事
を
新
た
に
補
助
対
象
と
す

る
と
い
う
が
、
申
請
に
際
し

て
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診
断

や
設
計
が
必
要
と
な
る
の
か
。

答
弁　
専
門
家
に
よ
る
耐
震

診
断
や
設
計
は
必
須
条
件
と

せ
ず
、
国
土
交
通
省
監
修
の

所
定
の
簡
易
診
断
方
法
で
耐

震
性
不
足
と
判
断
さ
れ
る
も

の
を
補
助
対
象
と
す
る
。

質
問　
前
年
度
に
比
べ
市
債

の
発
行
が
増
加
す
る
予
定
と

聞
く
。
市
債
残
高
の
増
加
は

公
債
費
負
担
の
増
加
を
意
味

す
る
が
、
財
政
運
営
に
支
障

は
な
い
か
。

　
な
お
、
基
金
も
う
ま
く
活

用
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
を
計
画
的

に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
公
債
費
は
、
総
合
文

化
芸
術
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

等
の
財
源
と
し
て
市
債
を
発

行
す
る
た
め
増
加
し
、
13
年

度
ま
で
１
２
０
億
円
台
で
の

推
移
を
見
込
む
が
、
実
質
収

支
は
10
億
円
台
の
黒
字
を
維

持
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

災
害
時
に
必
要
な

資
器
材
の
整
備
を

質
問　
災
害
時
保
健
医
療
活

動
機
器
等
備
蓄
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
を
備
蓄
す
る
の
か
。

　
な
お
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、

マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
が
店
頭

か
ら
消
え
、
備
蓄
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
た
。
今
後
の
地

震
等
に
備
え
短
期
間
で
必
要

な
資
器
材
が
整
備
で
き
る
よ

う
予
算
の
確
保
を
要
望
す
る
。

答
弁　
市
災
害
時
医
療
救
護

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

必
要
な
医
薬
品
と
テ
ン
ト
等

の
資
器
材
を
備
蓄
す
る
。

質
問　
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、

２
年
度
に
実
施
す
る
事
業
内

容
を
聞
く
。

　
な
お
、
下
水
道
施
設
の
適

正
管
理
で
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
同

計
画
内
の
改
築
計
画
で
ラ＊

１
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
最
小

化
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
ひ
び
割
れ
等
の
異
常

の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、マ

ン
ホ
ー
ル
４
７
０
０
基
の
点

検
と
、
損
傷
や
劣
化
の
程
度

を
確
認
す
る
た
め
、
４
・
１

㌔
㍍
の
管
渠
内
調
査
を
行
う
。

下水道施設

適
正
な
管
理
で

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を

質
問　
都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
予
算
額
で
計
画

ど
お
り
実
施
で
き
る
の
か
不

安
に
感
じ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
事
業
を
進
め
る
の
か
。

　
な
お
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

中
で
も
重
要
な
都
市
計
画
道

路
を
確
実
に
整
備
し
、潜
在
能

力
の
高
い
長
尾
駅
周
辺
も
含

め
て
都
市
基
盤
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
地
域
と
と
も

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
国
・
府
等
の
補
助
制

度
を
注
視
し
、
効
率
的
な
財

源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
業
費
の
平
準
化
も
考
慮
し

た
上
で
計
画
的
に
進
め
る
。

当
初
予
算
編
成
時
に

年
間
必
要
経
費
の
確
保
を

質
問　
実
績
に
基
づ
き
経
常

経
費
を
見
直
し
た
と
い
う
が
、

現
時
点
で
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

無
理
に
予
算
を
編
成
し
て
い

る
面
が
あ
る
と
感
じ
る
。
補

正
あ
り
き
の
予
算
編
成
は
財

政
的
に
不
健
全
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
当
初
予
算
編
成
時

に
、
年
間
を
通
し
て
必
要
と

な
る
経
費
を
確
保
す
べ
き
で

あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
経
常
経
費
の
配
分
は

補
正
予
算
の
対
応
を
予
定
し

た
も
の
で
は
な
い
が
、
運
営

上
不
確
定
な
経
費
も
あ
り
、

必
要
性
を
考
慮
し
対
応
す
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
等
で

自
主
財
源
の
確
保
を

質
問　
市
税
収
入
の
増
加
が

見
込
め
な
い
中
で
無
理
な
削

減
ば
か
り
に
力
を
注
ぐ
の
で

は
な
く
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

を
初
め
と
す
る
財
源
確
保
に

も
っ
と
全
力
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
０
で
は
、
市
有
財
産

の
有
効
活
用
や
税
外
債
権
に

係
る
未
収
金
対
策
等
、
自
主

財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
も
課
題
設
定
し
て
お
り
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
財
源
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
光
善
寺
駅
西
地
区
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
で
、

市
は
再
開
発
組
合
に
ど
の
よ

う
な
支
援
を
す
る
の
か
。

　
な
お
、
地
元
権
利
者
の
不

安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
丁

寧
な
事
業
説
明
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
同
事
業
は
市
の
魅

力
を
高
め
る
投
資
の
一
つ
で

あ
り
、
完
成
後
の
期
待
感
が

持
て
る
よ
う
積
極
的
な
広
報

活
動
も
あ
わ
せ
て
要
望
す
る
。

答
弁　
再
開
発
組
合
に
対
し
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
財

政
支
援
や
法
手
続
等
の
技
術

的
支
援
を
行
い
、
事
業
の
円

滑
化
を
図
る
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
国
の
補
助

金
が
本
市
の
予
算
ど
お
り
に

は
配
分
さ
れ
づ
ら
い
状
況
だ

が
、
事
業
の
進
め
方
を
聞
く
。

　
な
お
、
地
元
の
強
い
希
望

で
も
あ
る
御
殿
山
小
倉
線
の

早
期
完
成
を
要
望
す
る
。

答
弁　
国
・
府
の
補
助
制
度

等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

効
果
的
な
財
源
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
限
ら
れ
た
予
算
で

早
期
に
事
業
効
果
が
あ
ら
わ

れ
る
よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
工
夫
等
で
効
率
的
な
事
業

執
行
等
に
取
り
組
み
、
早
期

の
整
備
を
図
る
。

多
様
化
す
る
不
登
校
の
要
因

福
祉
と
連
携
し
課
題
解
決
を

質
問　
適
応
指
導
教
室
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
不

登
校
の
要
因
が
多
様
化
す
る

中
、
今
後
、
教
育
と
福
祉
が

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
こ
の

課
題
に
取
り
組
む
の
か
。

　
な
お
、
不
登
校
の
子
を
持

つ
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
を

検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
福
祉
制
度

の
情
報
提
供
や
関
係
機
関
へ

の
つ
な
ぎ
な
ど
、
教
育
と
福

祉
が
連
携
し
て
多
様
化
す
る

不
登
校
の
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

都市計画
道 路
御
殿
山
小
倉
線

早
期
に
完
成
を

＊
１　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト 

…
製
品
や
構
造
物
が
つ
く

ら
れ
て
か
ら
、
そ
の
役
割
を
終

え
る
ま
で
に
か
か
る
費
用
を
ト

ー
タ
ル
で
捉
え
た
も
の
。
建
物

の
場
合
、
企
画
、
設
計
か
ら
建

設
、運
用
を
経
て
修
繕
を
行
い
、

最
後
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
に
必

要
と
な
る
合
計
額
を
示
す
。

＊
２　
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

…
既
存
事
業
で
あ
る
留
守
家
庭

児
童
会
室
、
ひ
ら
か
た
子
ど
も

い
き
い
き
広
場
、放
課
後
自
習

教
室
と
、新
た
に
取
り
組
む
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
４
事
業
を
総

合
的
に
運
営
す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
３　
レ
ス
パ
イ
ト
支
援
…
乳

幼
児
や
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど

の
要
介
護
者
を
在
宅
で
ケ
ア
し

て
い
る
家
族
の
精
神
的
・
身
体

的
疲
労
を
軽
減
す
る
た
め
、
一

時
的
に
代
替
を
行
う
支
援
の
こ

と
。

＊
４　
街
区
…
市
駅
周
辺
再
整

備
に
お
い
て
は
、
市
駅
周
辺
を

５
つ
の
街
区
に
分
け
た
上
で
、

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応

じ
、
再
整
備
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は

３
面
参
照
。

＊
５　
財
政
調
整
基
金
…
年
度

に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
の
不
均

衡
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
の

こ
と
。
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年

度
に
積
み
立
て
を
行
い
、
災
害

の
発
生
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ

る
支
出
や
減
収
分
の
補
填
、
緊

急
性
の
高
い
大
規
模
な
建
設
事

業
の
経
費
等
に
充
て
る
。

４
５

枚方のお金 使い道は？
予算特別委員会で

慎重に審査
　議会は、２月26日の本会議で、令和２年度の各会計当初予算案
を、13議員で構成する予算特別委員会に付託しました。
　令和２年度当初予算では、さらなる行財政改革を通じた財源確
保に取り組みながら、子育て支援や教育環境の充実に重点的に取
り組むほか、魅力ある都市基盤の整備を進めることとしています。
同委員会では、３月12日・16日・19日・24日・25日の５日間にわ
たり各事業項目などに対して質疑・提言が行われました。
　なお、同委員会は、新型コロナウイルスの感染拡大に考慮し、
出席者を所管分野に応じて必要最小限にしました。
　※会派名は発言当時のものです。※１億円未満の額は切り捨てていますので、歳入・歳出における各費目の合計額と総額は一致しません。

歳入
1508億円

歳出
1508億円

その他　14億円
1.0％

議会費　6億円
0.4 ％

議会費　6億円
0.4 ％

消防費　47億円
3.2 ％

歳出
1508億円

その他　14億円
0.4 ％

消防費　47億円
3.2 ％

公債費
101億円
6.7 ％

3.2 ％

公債費公債費公債費
101億円

衛生費　119億円
7.9 ％

101億円
6.7 ％衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円衛生費　119億円

7.9 ％7.9 ％7.9 ％7.9 ％

教育費　154億円
10.3 ％ 1508億円

歳出
1508億円1508億円1508億円

教育費　154億円教育費　154億円教育費　154億円教育費　154億円
10.3 ％10.3 ％

土木費　169億円
11.2 ％

土木費　169億円
11.2 ％

総務費　195億円
13.0％

1508億円
歳出

1508億円

民生費　698億円
46.3％

地方消費税交付金　72億円
4.7％4.7％

地方交付税　112億円
7.5％

地方交付税　112億円地方交付税　112億円地方交付税　112億円
7.5％

府支出金　149億円
9.9％ 1508億円1508億円1508億円府支出金　149億円府支出金　149億円府支出金　149億円府支出金　149億円
9.9％

市債　191億円
12.7％

1508億円1508億円1508億円1508億円

市債　191億円
12.7％

国庫支出金　307億円
20.4％

1508億円1508億円

市税　553億円
36.7％歳入

1508億円

地方消費税交付金　72億円

地方交付税　112億円地方交付税　112億円地方交付税　112億円

歳入
1508億円1508億円1508億円府支出金　149億円

歳入
1508億円

その他
121億円

8.1％

一般会計予算　1508億円

日
本
共
産
党
議
員
団

野の 

口ぐ
ち 

光み
つ 

男お

大
阪
維
新
の
会

枚
方
市
議
会
議
員
団

小こ 

池い
け 

晶あ
き 

子こ

公
明
党
議
員
団

大お
お 

地じ 

正ま
さ 

広ひ
ろ

大
阪
維
新
の
会

枚
方
市
議
会
議
員
団

岡お
か

市い
ち

栄え
い

次じ

郎ろ
う

自
由
民
主
党
議
員
団

長な
が 

友と
も 

克か
つ 

由よ
し

連
合
市
民
の
会

番ば
ん 

匠し
ょ
う 

映て
る 

仁ひ
と

災
害
用
マ
ス
ク
を
含
め

備
蓄
品
の
見
直
し
を

留守家庭
児童会室

情
報
端
末
の
導
入

丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
を

御 殿 山
小 倉 線

整
備
工
事
の

完
成
時
期
は

市
債
残
高
の
増
加

財
政
運
営
に
支
障
は

都
市
計
画
道
路
の
整
備

今
後
の
事
業
の
進
め
方
は

光善寺駅周辺
再 開 発

丁
寧
な
事
業
周
知
と

積
極
的
な
支
援
を

備蓄品の一部留守家庭児童会室

長期財政の見通し

整備工事中の御殿山小倉線

光善寺駅周辺
長尾杉線の整備地域
（写真は杉工区）

５月開会議会 日程はこちら
（随時更新）

５月１５日から開催
詳しい日程は、５月８日の議会運営委員会で決定します。 

開催

子育て・教育・都市基盤整備など
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